
静 岡 教 区 報

発行所

天理教静岡教務支庁
〒 425-0013
焼津市岡当目１番地

TEL（054）626-1333
FAX（054）628-4615
Email：skyou@live.jp

1

令和 7年 6月１日 №669

第 669 号

　

年
祭
活
動
三
年
目
の
仕

上
げ
、
″
成
人
の
旬
″

に
呼
応
し
て
、
４
月
29

日
、
全
教
一
斉
ひ
の
き
し

ん
デ
ー
が
全
国
各
地
１
１

８
０
会
場
で
行
わ
れ
、
静

岡
教
区
管
内
で
も
36
会
場

（
う
ち
２
会
場
は
４
／
29

以
外
）
で
行
わ
れ
、
報
恩

感
謝
の
喜
び
を
胸
に
湛
え
、

心
を
込
め
た
ひ
の
き
し
ん

を
一
手
一
つ
に
つ
と
め

た
。
各
支
部
と
も
５
月
31

日
・
６
月
１
日
に
行
わ
れ

る
「
よ
う
ぼ
く
一
斉
活
動

日
」
を
目
指
し
、
一
人
で

も
多
く
の
よ
う
ぼ
く
に
声

掛
が
な
さ
れ
、
各
会
場
と

も
昨
年
に
も
増
し
て
勇
ん

で
つ
と
め
ら
れ
た
。

　

東
伊
豆
支
部
で
は
、
教

祖
140
年
祭
三
年
千
日
の
年

祭
活
動
仕
上
げ
の
年
の
ひ

の
き
し
ん
デ
ー
が
晴
天
の

も
と
３
会
場
で
つ
と
め
ら

れ
た
。

　

１
組
伊
東
会
場
で
は
、

「
伊
東
市
オ
レ
ン
ヂ
ビ
ー

チ
」
で
開
催
。
参
加
者
27

名
が
砂
浜
に
山
積
み
さ
れ

た
ゴ
ミ
の
仕
分
け
作
業
、

除
草
作
業
を
行
い
、
そ
の

後
、
年
祭
に
向
か
っ
て
更

に
力
強
く
歩
み
進
め
よ
う

と
、
よ
ろ
づ
よ
八
首
を
奉

唱
し
終
了
し
た
。

　

熱
海
会
場
で
は
、「
熱
海

長
浜
海
浜
公
園
」
で
開
催
。

参
加
者
38
名
が
公
園
内
の

除
草
、
砂
浜
の
ゴ
ミ
拾
い

等
の
ひ
の
き
し
ん
に
汗
を

流
し
た
。
こ
の
公
園
管
理

棟
の
職
員
よ
り
感
謝
の
言

葉
を
頂
き
、
更
に
、
市
内

の
「
伊
豆
毎
日
新
聞
」
に

取
材
を
受
け
、
活
動
の
様

子
が
掲
載
さ
れ
た
。

　

２
組
下
田
会
場
で
は
、

「
伊
豆
つ
く
し
学
園
」
で

開
催
。
参
加
者
29
名
が
園

内
の
除
草
、
草
刈
り
の
ひ

の
き
し
ん
を
行
っ
た
。
今

年
は
中
国
か
ら
の
お
ぢ
ば

帰
参
よ
う
ぼ
く
が
参
加
し
、

こ
の
地
域
の
教
友
た
ち
と

和
気
あ
い
あ
い
と
勇
ん
で

つ
と
め
て
い
た
。

　

ど
の
会
場
も
勇
ん
で
つ

と
め
、
次
回
の
「
第
４
回

よ
う
ぼ
く
一
斉
活
動
日
」

の
案
内
と
参
加
へ
の
呼
び

か
け
を
促
し
終
了
し
た
。

　

伊
豆
支
部
で
は
、
29
日

午
前
中
、
１
組
と
２
組
の

北
部
が
三
島
総
合
病
院
の

草
刈
り
の
ひ
の
き
し
ん
。

２
組
南
部
が
伊
豆
中
央
ケ

ア
セ
ン
タ
ー
（
養
護
老
人

ホ
ー
ム
）
内
の
除
草
ひ
の

き
し
ん
。
３
組
北
部
が
戸

田
造
船
郷
土
史
料
博
物
館
、

３
組
南
部
が
駿
豆
学
園
で

除
草
ひ
の
き
し
ん
。
４
組

が
大
田
子
海
岸
の
清
掃
ひ

の
き
し
ん
を
つ
と
め
た
。

　

午
後
か
ら
は
清
水
町
の

献
血
ル
ー
ム
柿
田
川
で
有

志
に
よ
る
献
血
と
呼
び
込

み
ひ
の
き
し
ん
が
行
わ
れ

た
。

東
伊
豆
支
部

伊
豆
支
部
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仕上げの年に相応しく、勇んで開催
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集
ま
り
、
流
木
な
ど
袋
が

は
ち
き
れ
ん
ば
か
り
に
、

ゴ
ミ
拾
い
を
つ
と
め
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
。

　

ま
た
、
海
岸
で
カ
ヤ
ッ

ク
を
練
習
し
て
い
る
一
般

の
方
も
参
加
し
て
下
さ
り
、

共
に
汗
を
流
し
た
。

　

中
駿
東
支
部
で
は
、
満

開
の
″
な
ん
じ
ゃ
も
ん

じ
ゃ
″
が
真
っ
白
に
咲
き

誇
る
城
北
公
園
に
て
除
草
、

ご
み
拾
い
等
の
ひ
の
き
し

ん
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　

一
人
で
も
多
く
の
教
友

に
参
加
を
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
、
支
部
内
よ
う
ぼ

く
に
案
内
状
を
送
付
、
ま

た
、
手
配
り
で
チ
ラ
シ
を

配
布
す
る
な
ど
、
例
年
以

上
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
行
っ

た
。

　

又
、
当
日
は
献
血
車
に

も
来
て
い
た
だ
き
、
事
前

に
公
園
周
辺
へ
の
チ
ラ
シ

配
布
の
効
果
も
あ
り
、
昨

年
以
上
の
方
が
協
力
し
て

下
さ
っ
た
。

　

ひ
の
き
し
ん
終
了
後
に

は
、
婦
人
会
、
青
年
会
が

準
備
し
た
模
擬
店
に
行
列

も
で
き
、
終
始
和
や
か
に

喜
び
溢
れ
る
一
日
と
な
っ

た
。

　

中
駿
西
支
部
で
は
、
安

倍
川
河
川
敷
親
水
公
園
を

会
場
に
150
人
余
り
の
教
友

が
参
集
し
た
。

　

午
前
9
時
か
ら
受
付
を

開
始
し
、
11
時
ま
で
の
お

お
よ
そ
2
時
間
の
間
、
草

刈
り
を
中
心
に
つ
と
め
ら

れ
た
。
ま
た
、
中
駿
東
支

部
と
合
同
で
献
血
ひ
の
き

し
ん
も
つ
と
め
ら
れ
た
。

参
加
者
の
中
に
は
ゴ
ー
ル

デ
ン
ウ
イ
ー
ク
の
最
中
、

静
岡
に
帰
省
中
の
人
の
参

加
も
見
受
け
ら
れ
た
。

　

今
回
は
昨
年
の
能
登
半

島
地
震
の
際
、
支
部
管
内

の
よ
う
ぼ
く
・
信
者
か
ら

の
支
援
金
を
基
に
し
た
災

救
隊
支
部
隊
の
被
災
地
で

の
活
動
報
告
と
共
に
、
こ

ど
も
食
堂
を
営
む
教
会
よ

り
ア
ル
フ
ァ
米
を
提
供
し

て
い
た
だ
き
、
100
食
分
の

炊
き
出
し
を
行
い
参
加
者

に
試
食
し
て
い
た
だ
き
、

改
め
て
被
災
地
へ
思
い
を

寄
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　

閉
会
式
で
は
木
下
支
部

長
よ
り
、
第
4
回
・
第
5

回
よ
う
ぼ
く
一
斉
活
動
日
、

9
月
の
全
教
一
斉
に
を
い

が
け
デ
ー
、
ま
た
毎
月
2

日
の
支
部
例
会
の
午
前
中

に
有
志
に
よ
っ
て
つ
と
め

ら
れ
て
い
る
静
岡
市
街
地

で
の
神
名
流
し
へ
の
参
加

が
呼
び
か
け
ら
れ
た
。

　

西
駿
支
部
で
は
７
か
所

の
会
場
（
浜
当
目
海
岸
、

金
毘
羅
山
ほ
た
る
の
里
公

園
、
大
井
川
野
鳥
公
園
、

島
田
大
井
川
公
園
、
牧
之

原
公
園
、
野
守
の
池
公

園
、
静
波
海
岸
）
に
分
か

れ
、
313
名
の
よ
う
ぼ
く
・

信
者
が
勇
ん
で
除
草
、
清

掃
、
ゴ
ミ
拾
い
等
の
ひ
の

き
し
ん
に
励
ん
だ
。
イ
オ

ン
焼
津
店
で
は
献
血
と
献

血
の
呼
び
込
み
を
行
っ
た
。

　

中
遠
支
部
で
は
、
御
前

崎
市
の
浜
岡
福
祉
会
館
、

天
竜
浜
名
湖
鉄
道
の
桜
木

駅
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
か
け
が
わ
苑
（
28
日
実

施
）、原
谷
地
区
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
、
掛
川
市
立
第

一
小
学
校
、
袋
井
市
の
久

野
城
址
、
森
町
の
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
「
森
町
愛

光
園
」、磐
田
市
の
「
つ
つ

じ
公
園
」、磐
田
市
福
田
中

央
交
流
セ
ン
タ
ー
の
９
か

所
に
分
か
れ
て
ひ
の
き
し

ん
デ
ー
が
つ
と
め
ら
れ
た
。

　

西
遠
支
部
で
は
、「
浜
松

市
発
達
医
療
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー
友
愛
の
さ
と
」

を
会
場
に
203
名
が
ま
た
、

「
稲
荷
山
公
園
」
で
55
名

の
参
加
の
も
と
草
刈
り
清

掃
な
ど
新
た
に
任
命
さ
れ

た
ひ
の
き
し
ん
部
先
生
の

元
、
心
地
よ
い
風
が
吹
く

中
ひ
の
き
し
ん
に
励
ま
せ

て
い
た
だ
き
、
午
後
「
友

愛
の
さ
と
」
で
は
恒
例
の

少
年
会
担
当
の
先
生
に
よ

る
楽
し
み
会
が
開
催
さ
れ

子
供
も
喜
ん
で
頂
く
こ
と

が
出
来
た
1
日
で
し
た
。

ま
た
、
5
月
4
日
5
日
は

浜
松
ま
つ
り
凧
揚
げ
会
場

に
て
5
時
30
分
よ
り
参
加

者
に
よ
る
ゴ
ミ
拾
い
を
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

北
遠
支
部
で
は
、
天
竜

厚
生
会
研
修
セ
ン
タ
ー
、

サ
ー
ラ
グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー

ナ
の
２
か
所
に
分
か
れ
て

ひ
の
き
し
ん
デ
ー
が
つ
と

め
ら
れ
た
。

　

駿
豆
支
部
で
は
沼
津
市

の
千
本
浜
公
園
で
午
前
９

時
30
分
か
ら
13
時
ま
で
海

岸
と
松
林
に
分
か
れ
て
ゴ

ミ
拾
い
や
除
草
ひ
の
き
し

ん
に
汗
を
流
し
た
。
会
場

特
設
テ
ン
ト
で
は
や
き
そ

ば
や
ジ
ュ
ー
ス
な
ど
が
振

舞
わ
れ
た
。

　

富
士
支
部
で
は
大
淵
公

園
（
遊
具
広
場
）
に
て
午

前
9
時
よ
り
11
時
30
分
ま

で
除
草
、
ゴ
ミ
拾
い
を

行
っ
た
。
子
供
含
め
て
98

人
が
参
加
。
最
近
新
し
く

な
っ
た
遊
具
目
当
て
に
集

ま
る
一
般
の
方
々
か
ら
も

感
謝
さ
れ
、
大
き
な
に
を

い
が
け
と
な
っ
た
。

　

東
駿
支
部
で
は
、
午
前

９
時
、
子
供
か
ら
お
年
寄

り
ま
で
、
209
名
が
浜
辺
に

駿
豆
支
部

富
士
支
部

東
駿
支
部

中
駿
東
支
部

西
駿
支
部

中
駿
西
支
部

中
遠
支
部

西
遠
支
部

北
遠
支
部
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R188　全教一斉ひのきしんデー集計

4 月 29 日以外の会場も含む

支部名
東伊豆
伊　豆
駿　豆
富　士
東　駿
中駿東
中駿西
西　駿
中　遠
西　遠
北　遠
合　計

会場数
3
5
1
1
1
1
1
8
10
5
2
38

教会長
16
17
22
15
19
17
25
28
40
65
19
283

　　　
4
2
4
1
1
13
3
14
9
16
3
70

　　　
58
71
244
61
134
111
132
210
234
278
132
1665

　　　
10
9
69
15
22
23
15
34
40
50
13
300

その他
6
13
28
2
33
22
16
22
26
42
9

219

合　計
94
112
367
94
209
186
191
308
349
451
176
2537

布教所長ようぼく少年会員

東伊豆支部東伊豆支部

富士支部富士支部

西駿支部西駿支部

西遠支部西遠支部

中駿西支部中駿西支部

伊豆支部伊豆支部

東駿支部東駿支部

北遠支部北遠支部

駿豆支部駿豆支部

中駿東支部中駿東支部

中遠支部中遠支部
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